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大学経営戦略セミナー 社会人大学院の未来
趣旨説明
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大学院で学ぶ社会人の数は増えています
(学校基本調査　2004)

４０９２８人

全大学院生の16.8%！

専門職大学院は53.2%

大学院の量的拡大と質的変化

• かつての「研究者養成機関」
　入学しやすく、通いやすく、学びやすく
–社会人特別入試枠をもうける
–昼夜開講大学院 / 夜間大学院/週末開講大学院
– ターミナル駅付近にサテライトキャンパスを設ける
–通信制大学院（eラーニング）
–実学重視の教育内容 / 専門職大学院
–工夫された学習方法（プロジェクト学習）

• 背景には…
–文部科学省の大学設置基準の規制緩和
–社会人の意識変容…キャリアチェンジのために…
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増えている社会人…彼らは学びの実態はいかに？
社会人大学院生の生の声に耳をすませば…
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奮闘する社会人大学院生たち
会社をはやくでて、すぐに大学院に向か
います。

途中、駅前のコンビニでパンを買って、
授業の途中でほおばります。

だから最初の一年間の僕の夕食は、ほ
とんど毎日パンと牛乳です。

いい大人が、毎日、買い食い生活ですよ
できればもう少し講義開始時刻を遅くし
てくれると助かるのですが

（37歳　Ｋさん）
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奮闘する社会人大学院生たち

今でも、大学院生の多くはその大学の学
部を卒業した人です。

多くの大学院教育は、その学部での教育
を前提にしています。ですが、これは社会
人にとっては非常に厳しいんですね。

学部で前提になっていること、全くわかり
ませんから。たとえば、統計。これ、悪夢。

社会人向けのチュートリアルとか、事前準
備講座とかを用意してもらえると、すごく助
かるのですが　　　　　　　　　　（38歳　Aさん）



2004/11/25

Copyright(C) 2004 Jun Nakahara, All rights reserved. 2

Copyright(C) 2004 Jun Nakahara, All rights reserved. 7

奮闘する社会人大学院生たち

些細なことなのですが、社会人大学院生ならではの要望があ
ります。

ひとつは、大学に自分専用のロッカーを貸して欲しかったので
す。というのは、教科書、参考文献、辞書を毎日仕事場にもっ
ていくのは、本当に大変なのです。大学にロッカーがあれば、
家庭での学習に必要のないものは、おいていけますよね。

あとは教務課や学生課の閉まる時間が５時というのは早すぎ
ます。事務手続きをしようとすると、会社を早退しなきゃならな
いんです
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セミナーの究極の目的

社会人に優しい学習環境
ユーザーオリエンティッドな社会人大学院

づくりのための総合的な情報提供
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セミナーの内容

背景を知る

未来を見る先達に聞く

Part1

Part2 Part3

セミナーの内容

背景を知る

未来を見る先達に聞く

高等教育システムの変貌：教育政策、歴史的背景（天野先生）
社会人大学院をめぐるマーケット：経済的、経営的背景（渡辺氏）

通信制大学院（五十嵐先生）
専門学校立による大学院（植田先生）
社会人大学院と就職（竹内先生）

白井総長、平松学長、杉山学長ら
のパネルディスカッション

Part1

Part2 Part3

１粒で３度おいしい「これまで、今、これから」がわかる
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Thank you so much for all


